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「
保
原
で
太
鼓
ま
つ
り
」 

 

8
月
24
日
、
保
原
総
合
公
園
で
『
第
29

回
霊
山
太
鼓
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

午
前
は
、
ち
び
っ
子
た
ち
の
太
鼓
を
中

心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
、
県
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
「
キ
ビ
タ
ン
」
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

午
後
は
、
浪
江
町
や
飯
館
村
、
川
俣
町
の

伝
統
芸
能
、
米
沢
市
の
上
杉
太
鼓
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
紅
晴
美
さ
ん
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
シ
ョ
ー
も
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

霊
山
太
鼓
で
は
、
大
石
地
区
の
各
方
部

の
保
存
会
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
太
鼓
を
叩
き
ま
し
た
。
総
勢
400

名
の
打
ち
手
が
同
時
打
ち
を
行
っ
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ラ

ス
ト
に
は
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。（
支
） 

        

「
納
涼
祭
」
○北
○南 

 

8
月
14
日
、
北
方
部
広
場
で
「
北
方

部
納
涼
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公

民
館
活
動
推
進
委
員
会
（
大
橋
喜
一
代

表
・
藤
本
）
が
企
画
、
運
営
を
行
な
い
、

「
花
は
咲
く
」
を
歌
っ
た
り
、
カ
ラ
オ

ケ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
霊
山
太
鼓
に
盆

踊
り
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
（
庄
） 

           

8
月
15
日
は
、「
南
方
部
納
涼
祭
」

が
霊
山
神
社
下
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
雨
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
200
人
を
超
え

る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ

や
日
本
舞
踊
、
コ
ン
ト
、
各
集
落
の
婦

人
会
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
ン
ス
や
体

操
な
ど
、
多
彩
な
出
し
物
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
最
後
は
霊
山
太
鼓
の
披
露

と
景
品
盛
り
沢
山
の
盆
踊
り
で
夏
の
一

夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。（
初
） 

          

「
霊
山
公
民
館
長
杯
ソ
フ
ト
」 

 

8
月
26
日
の
下
大
石
対
南
方
部
は
、

下
大
石
の
若
手
の
活
躍
で
下
大
石
が
勝

利
、
28
日
の
北
方
部
対
泉
原
は
同
点
と

な
り
抽
選
の
結
果
、
泉
原
が
勝
利
し
ま

し
た
。
29
日
の
決
勝
戦
、
下
大
石
対
泉

原
で
は
、
打
線
が
活
躍
し
た
泉
原
が
勝

ち
、
優
勝
。
準
優
勝
は
下
大
石
、
3
位

が
北
方
部
と
南
方
部
で
し
た
。（
初
） 

   

 
大

石

便

り 

9月号 
毎月１回発行 

（第 15号） 

 

広々とした公園で雄大な同時打ち 

女性会の華やかな踊りに 

うっとりする地域住民 

 

決勝まで進み、惜しくも準優勝に

終わった下大石チーム 
腹踊りで納涼祭を盛り上げる 

右代婦人会の方々 

 

芝生の上で気持ちよく 

子どもたちも頑張りました 

スタッフとしてお手伝い 
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「
お
披
露
目
の
夕
べ
」 

 

8
月
10
日
（
里
山
が
っ
こ
う
） 

絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者
一
同 

           

「
盂
蘭
盆
会
」
○寺 

 

8
月
13
～
16
日
（
大
善
寺
） 

大
善
寺
門
信
徒 

          

「
盂
蘭
盆
供
養
」
○寺 

 

8
月
14
日
（
霊
山
寺
本
堂
） 

霊
山
寺
檀
信
徒 

           

「
冷
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
会
」○下 

 

8
月
23
日
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

下
大
石
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

          

お
便
り 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」 

高
橋 

由
美
子
（
三
ノ
輪
） 

 

8
月
23
日
、
大
石
小
の
児
童
の
た

め
に
活
動
し
て
い
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ラ
ビ

ス
パ
裏
磐
梯
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

一
年
生
が
多
い
の
で
同
行
し
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
混
み
合
っ
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
低
学
年
は
浮
き
輪
を
使
っ
て

大
き
い
プ
ー
ル
に
入
っ
た
り
、
高
学
年

は
自
分
た
ち
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
を
し
た
り
と
、
学
校
と
は
一
味
違

う
プ
ー
ル
で
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い

出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
秋
の
喜
多
方

探
検
も
楽
し
み
で
す
。 

           

        

 

京 

暦
ご
よ
み 

（長
月
） 

【
櫛
ま
つ
り
】 

 

使
い
古
し
た
櫛
や
か
ん
ざ
し
に

感
謝
を
込
め
て
、
お
清
め
し
供
養
す

る
祭
礼
。
女
性
た
ち
が
古
墳
時
代
か

ら
現
代
の
舞
妓
ま
で
の
髪
型
を
全

て
地
髪
で
結
い
上
げ
、
時
代
風
俗
行

列
と
し
て
祇
園
界
隈
を
練
り
歩
く
。 

        

祇
園
の
町
並
み
に
映
え
る 

 

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

「
櫛
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
る
安

井
金
比
羅
宮
は
『
縁
切
り
神
社
』
と

し
て
有
名
で
す
。
と
書
く
と
怖
そ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
「
あ
ら
ゆ
る

悪
い
縁
を
切
り
、
良
縁
を
結
ぶ
」
そ

う
な
の
で
、
男
女
の
縁
は
も
ち
ろ

ん
、
病
気
、
酒
、
煙
草
、
賭
事
な
ど

の
悪
縁
を
切
り
た
い
方
は
ど
う
ぞ
。 

 

こ
ぼ
れ
話
：
「
冷
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
会
」
で
は
、
三
種
類
の
た
れ
（
し
ょ
う
が
、
く
る
み
、
じ
ゅ
う
ね
ん
（
エ
ゴ
マ
）
み
そ
）
を
用
意
し
ま
し
た
が
、
じ
ゅ
う
ね
ん
み
そ
が
昔
懐
か
し
い
味
だ
っ
た
よ
う
で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
（
ケ
） 

11 月の公演に向け、一所懸命に練習

している踊りや太鼓、合唱をお披露目

しました。太鼓は時ちゃん（す） 

ご先祖様の年回忌に当たっている門

信徒が『法名書』持って、日中勤行

の時にお参りしました（初） 

山王大権現様において、檀家様の祖

先と家内安全、家業繁栄を祈念する

護摩祈祷が厳修されました（精） 

 

暑い夏を涼しく乗り切り、元気を呼び

戻そうと、子どもを含む 30 名が参加

し、楽しく催しました（ケ） 

 

流れるプールで、低学年から高学年まで

仲良く遊ぶ大石小の児童たち 
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大
石
の
人 

 

橘
内 

和
子
さ
ん
（
右
代
） 

       

娘
夫
婦
や
孫
た
ち
と
一
緒
に
、

に
ぎ
や
か
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
納
涼
祭
で
は
、
司
会
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
秋
の
敬
老
会
の
司

会
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

集 

落 

 

楮
畑
（
こ
う
ず
は
た
） 

【
世
帯
数
】
9
世
帯 

【
字
名
】
楮
畑
、
竹
ノ
内
、
稲
場 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

霊
山
の
西
麓
の
県
道
沿
い
で
、

湧
水
の
里
に
向
か
う
道
の
入
り
口

に
位
置
す
る
。
生
活
用
水
を
湧
水

の
里
の
水
で
賄
っ
て
い
る
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

楮
畑
集
会
所
、
愛
宕
神
社 

【
行
事
】
愛
宕
神
社
祭
礼
・
合
同

（
5
月
）、
山
神
講
（
2
月
） 

活
動
団
体 

 

大
石
ふ
れ
あ
い
会 

【
代
表
】
大
橋 

庄
信
（
杉
菜
畑
） 

【
会
員
数
】
約
900
名 

【
設
立
年
】
平
成
18
年 

【
組
織
】
大
石
敬
老
会
実
行
委
員

（
行
政
推
進
員
、
各
種
団
体
等
） 

【
お
も
な
活
動
】 

 

大
石
敬
老
会
開
催
（
9
月
）、
小

学
校
行
事
に
協
賛
参
加 

【
一
言
】 

 

大
石
地
区
は
さ
ま
ざ
ま
な
個

人
・
団
体
が
優
れ
た
芸
能
を
有
し
て

い
ま
す
。
少
子
化
が
進
む
中
、
小
学

校
を
心
の
拠
り
所
と
し
、
芸
能
発
表

の
場
を
設
け
た
り
、
高
齢
者
を
敬
う

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

昭和 59 年の愛宕神社改築

時の移転の様子（上）と 

湧水の里入り口付近（下） 

敬老会の準備や役割分担について

話し合う実行委員の方々 

 

 

～ 

農
事
暦
（
秋
）
～ 

【
9
月
】 

○
水
田
：
水
の
管
理
、
稲
刈
り 

○
畑
：
秋
冬
野
菜
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ 

 

ウ
、
白
菜
等
）
の
播
種
・
移
植 

○
果
樹
：
お
礼
肥 

【
10
月
】 

○
水
田
：
稲
刈
り
、
杭
架
け
（
天
日 

 

干
し
）、
稲
の
脱
穀 

 

○
畑
：
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
収
穫 

○
果
樹
：
り
ん
ご
（
王
林
）
の
収 

 

穫
、
収
穫
後
の
元
肥 

【
11
月
】 

○
水
田
：
天
日
干
し
稲
の
脱
穀  

○
畑
：
大
豆
、
サ
ト
イ
モ
等
の
収
穫 

○
果
樹
：
り
ん
ご
（
ふ
じ
）
の
収 

 

穫
、
あ
ん
ぽ
柿
皮
む
き 

 

き
ら
り
！ 

大
石 

南方部納涼祭の司会

を務めた和子さん 

黄金色に輝く稲穂と霊山 

奈央（４才）と優彩（２才）の孫

たちも納涼祭を楽しみました 
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お
知
ら
せ 

◎
大
石
ふ
れ
あ
い
会
よ
り 

 

『
第
7
回
大
石
敬
老
会
』
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
歌
謡
、
民
謡
、
舞
踊
、
各

種
団
体
の
芸
能
を
中
心
に
公
演
さ
れ
ま

す
。
皆
様
お
誘
い
の
上
、
是
非
、
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
9
月
15
日
（
日
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時 

【
場
所
】
大
石
小
学
校
体
育
館 

※
入
場
者
昼
食
付
き
、
送
迎
あ
り 

 

 
 

募 

集 

◎
赤
い
羽
根
共
同
募
金 

平
成
25
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・ 

『
住
民
支
え
あ
い
活
動
助
成
事
業
』 

 

今
年
度
の
助
成
申
込
み
を
受
付
中
で

す
。
行
政
区
、
方
部
会
、
各
種
団
体
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
で
利
用
で
き
ま

す
。
手
軽
に
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
秋

の
芋
煮
会
や
氏
神
祭
礼
な
ど
の
助
成
に

い
か
が
で
す
か
。 

※
詳
し
く
は
伊
達
市
社
協
ま
で
お
問
合 

 

せ
く
だ
さ
い
（
支
援
員
も
応
相
談
） 

                        

 
行事予定マップ 

 
 
 

編
集
後
記 

 

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
プ

レ
ゼ
ン
で
は
、「
な
で
し
こ
の
力
」「
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」、
そ
し
て
「
お
も
て

な
し
」
が
招
致
成
功
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
練
習
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
何
度
と

な
く
重
ね
、
自
信
を
持
っ
て
本
番
に

取
り
組
ん
だ
賜
物
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

平
成
の
大
合
併
や
東
日
本
大
震
災

後
も
、
い
ま
ひ
と
つ
一
丸
と
な
り
き

れ
な
い
で
い
る
日
本
。
過
疎
化
が
進

む
地
方
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
女
性
の
力
」「
協
力
体
制
」、
そ
し

て
「
思
い
や
り
」
が
、
今
ま
で
以
上

に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
支
） 

次号(10 月号)は、 

10/10(木)発行予定 

記事・情報はお近くの特派員まで 

 大橋庄信、大橋博之、村松初、 

 小林節子、大石精、高橋トモ子、 

10/14(祝)  

霊山神社秋季例大祭 

9/21～30 秋の交通安全運動 

10/6(日)  南方部会研修旅行  

 楮畑  

右代 

谷神 

神社下広場 

【今月の記事投稿・写真提供】 

高野すみ子さん、菅野ケイ子さん、高橋

由美子さん、橘内和子さん、齋藤幸春さ

ん（掲載順） 

 

ありがとう 

ございました。 

北方部広場 

大善寺 

霊山寺 

9/15(日)  

大石敬老会（大石小体育館） 

里山がっこう 

ふれあいセンター 

三ノ輪 
9/29(日)  

地蔵様祭礼（坊ノ内） 

湧水の里 

杉菜畑 
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「
大
石
敬
老
会
開
催
」 

 

9
月
15
日
、
大
石
小
学
校
体
育
館
で
、

「
第
7
回
大
石
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
大
石
の
各
種
団
体
の
ほ

か
、
他
地
区
か
ら
の
友
情
出
演
も
あ
り
、

15
を
超
え
る
団
体
が
競
演
し
ま
し
た
。 

 

毎
年
、
出
し
物
に
は
創
意
と
工
夫
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
今
年
も
芸
達
者
な
大
石
の

住
民
た
ち
が
40
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
児
童
た
ち
の

合
唱
、デ
ュ
エ
ッ
ト
歌
謡
や「
二
人
羽
織
」

な
ど
の
コ
ン
ビ
芸
は
、
高
齢
者
た
ち
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
訪
れ
た
中
に
は
90
歳
を
超
え
る
方
も
来
場
さ
れ
、
無
料
で

振
舞
わ
れ
た
昼
ご
飯
や
紅
白
饅
頭
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
元
気
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

         

「
聖
徳
太
子
会
」
○寺 

 

9
月
9
・
10
日
、
日
本
に
仏
教
を

広
め
た
聖
徳
太
子
を
敬
い
、
大
善
寺
義

信
会
が
祭
り
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

大
善
寺
の
参
道
に
立
て
た
旗
に
は

『
慈
恩
如
雨
露
（
じ
お
ん
う
ろ
の
ご
と

し
）
』
と
書
か
れ
て
お
り
、「
仏
様
の
慈

し
み
の
ご
恩
は
、
雨
・
露
の
ご
と
く
、

す
べ
て
の
人
に
分
け
隔
て
な
く
降
り
注

い
で
い
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
私
た

ち
も
こ
の
教
え
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
庄
） 

                 

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」 

 

9
月
21
日
か
ら
の
10
日
間
、『
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
9
月
24
日
、
霊
山
分
会
で
は
鳥
居

広
道
の
交
差
点
付
近
で
、
朝
の
交
通
安

全
街
頭
指
導
を
行
い
、
交
通
安
全
の
チ

ラ
シ
と
女
性
部
の
木
幡
英
子
さ
ん
（
出

広
）
制
作
に
よ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
り
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
（
初
） 

                 

 
大

石

便

り 

10月号 
毎月１回発行 

（第 16号） 

 

『正信偈（しょうしんげ）』

をあげる義信会 

 

 

旗上げの準備 

ドライバーに声をかけ

る女性部（上）とお手

製マスコット（左） 

楽生会女性部の踊り 

スポ小の子どもたちも熱唱 

息の合った？「二人羽織」 

 

「こまどり姉妹」ならぬ「チャボ鳥姉妹」

で会場を沸かせた芸達者なコンビ 

 

 
 

～
プ
チ
ニ
ュ
ー
ス
～ 

▽
「
霊
山
体
育
協
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」 

上
小
国
イ
ー
グ
ル
ス

12
対
9
ニ
ュ
ー
ヤ
ン
キ
ー
ス 
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「
南
方
部
会
で
草
刈
り
奉
仕
」
○南 

 

9
月
8
日
（
南
方
部
の
県
道
） 

南
方
部
会 

           

「
地
蔵
様
祭
礼
」
○南 

 

9
月
29
日
（
坊
ノ
内
地
内
） 

坊
ノ
内
集
落 

          

「
彼
岸
花
が
赤
く
映
え
る
」 

 

9
月
下
旬
頃 

                          

お
便
り 

「
人
生
の
先
輩
に
感
謝
」 

大
石
ふ
れ
あ
い
会
長 

大
橋
庄
信 

 

大
石
敬
老
会
が
、
今
年
も
無
事
開
催

で
き
ま
し
た
。
敬
老
の
日
に
、
若
い
世

代
が
高
齢
者
を
敬
う
た
め
に
行
な
っ

て
い
る
事
業
で
す
が
、
私
た
ち
が
今
い

る
の
も
、
こ
う
し
た
先
輩
方
に
育
ま
れ

た
お
か
げ
で
す
。 

 

高
齢
と
は
言
っ
て
も
、
現
在
も
家
事

や
畑
仕
事
を
せ
っ
せ
と
こ
な
し
て
い

る
方
も
多
く
、
家
族
の
絆
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
中
心
的
な
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。
人
生
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
く
れ
た
自
然
や
文
化
を
引
き
継
ぎ
、

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

          

        

 

京 

暦
ご
よ
み 

（神
無
月
） 

【
京
都
御
所
】 

 

歴
代
天
皇
が
住
ま
わ
れ
た
宮
殿
で
、

現
在
の
も
の
は
江
戸
時
代
末
期
に
再

建
し
た
も
の
で
、
一
部
は
平
安
朝
の
古

制
を
模
し
て
い
る
。
十
月
下
旬
に
は

『
秋
の
一
般
公
開
』
が
開
催
さ
れ
る
。 

           

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

京
都
御
所
に
入
れ
る
機
会
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
御
所
の
あ
る
京
都
御

苑
は
市
民
憩
い
の
公
園
と
な
っ
て
い

て
、
春
は
梅
や
桜
、
秋
は
紅
葉
な
ど
、

訪
れ
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、『
八
重
の
桜
』
で
お
馴
染

み
の
同
志
社
大
学
は
、
京
都
御
苑
の
北

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

こ
ぼ
れ
話
：
「
天
子
は
南
面
す
」
と
い
う
中
国
の
慣
習
に
倣
い
、
京
都
御
所
（
紫
辰
殿
）
は
南
向
き
に
建
て
ら
れ
た
と
云
わ
れ
て
お
り
、
京
都
市
内
で
は
、
北
へ
「
上あ

が

ル
」
、
南
へ
「下さ

が

ル
」
と
い
い
、
東
が
「左
京
」
、
西
が
「
右
京
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
支
） 

県道の霊橋～霊山閣間と広畑～名目

沢間の道路端の草刈り作業を、会員

26 名の参加で行いました（初） 

住民が少なくなった中、近隣に住む

元住民が参加し、無事開催できまし

た。直会も盛り上がりました（初） 

 

芸達者な大石住民の熱の入った演技

を楽しむ高齢者の皆さん 

共栄・箒屋敷の水源施設付近 院主・近江屋敷の県道沿い 

日枝神社下の石碑付近 

天皇の即位などが行なわれた紫宸殿 
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集 

落 

 

高
谷
（
こ
う
や
） 

【
世
帯
数
】
13
世
帯 

【
字
名
】
高
谷
、
市
野
萱
、
菅
野

沢
、
立
目
沢 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

北
方
部
の
最
奥
に
位
置
し
、
丸

森
霊
山
線
の
県
道
筋
に
集
落
が
点

在
す
る
。
筆
甫
や
副
霊
山
に
通
じ

る
道
が
あ
り
、
か
つ
て
は
交
流
が

あ
っ
た
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

金
華
山
神
社
（
大
正
11
年
建
立
。

宮
城
県
の
金
華
山
の
方
を
向
い
て

碑
が
立
っ
て
い
る
）、
馬
頭
観
音
。 

【
行
事
】 

金
華
山
神
社
祭
礼
（
11
月
3
日
） 

活
動
団
体 

 

霊
山
道
先
案
内
人
会 

【
会
長
】
遠
藤 

善
一
（
石
田
） 

【
会
員
数
】
29
名 

（
大
石
在
住
は
、
菅
野
ケ
イ
コ
、

大
石
精
、
大
橋
克
之
、
大
橋
良
一
、

齋
藤
憲
一
、
大
橋
藤
男
） 

【
設
立
年
】
平
成
9
年 

【
お
も
な
活
動
】 

 
霊
山
の
案
内
、
放
射
能
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
会
員
の
研
修
、
等 

【
一
言
】 

 

歴
史
が
深
く
、
季
節
ご
と
に
表
情

を
変
え
る
霊
山
は
、
登
る
た
び
に
新

鮮
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
訪
れ
た

方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
ガ

イ
ド
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

秋に開催される金華山神社の祭礼。

北又の獅子舞も奉納される 

大石小学校の児童を案内する道先

案内人会（日枝神社跡） 

 
 

～ 

月
と
農
村
文
化 

～ 

 

月
に
関
係
し
た
風
習
と
し
て
、
9
月

の
「十
五
夜
」は
有
名
で
す
が
、
10
月

に
も
「十
三
夜
」が
あ
り
、
少
し
欠
け
た

小
望
月
を
見
な
が
ら
、
栗
や
豆
を
お

供
え
し
ま
す
。
「中
秋
の
名
月
」
を
観

た
方
は
、
「十
三
夜
」も
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は

10
月
17
日
で
す
。 

 

最
近
、
「月
の
満
ち
欠
け
」を
野
菜
作

り
に
取
り
入
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。 

【新
月
●→

満
月
○
】 

栄
養
成
長
（
葉
や
茎
な
ど
植
物
の
体

を
作
る
働
き
）が
活
発
に
な
る
。 

種
ま
き
は
新
月
（朔
）の
2
日
前
。 

【満
月
○→

新
月
●
】 

生
殖
成
長
（
花
を
咲
か
せ
、
実
を
つ

け
、
種
を
結
ぶ
働
き
）
が
活
発
に
な

る
。
定
植
は
満
月
（望
）。 

※
害
虫
は
満
月
に
産
卵
孵
化
す
る
の

で
、
4
～
5
日
後
に
防
除
す
る
と
効

果
的
で
あ
る
。 

出
典
：
『暦
に
学
ぶ
野
菜
づ
く
り
の
知
恵
』 

 

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
月
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る

の
も
一
つ
の
栽
培
方
法
の
よ
う
で
す
。 

き
ら
り
！ 

大
石 

わ
ん
こ 

チ
ャ
コ
（
メ
ス
・
13
歳
） 

 

種
類
：
柴
犬 

 

飼
い
主
：
菅
野 

勝
司
さ
ん
（
阿
久
津
） 

 

普段はおとなしいです

が、軽トラックを見る

と、なぜか吼えます 

子
ど
も 

橘
内 

結 ゆ
う

万 ま 

く
ん
（
坊
ノ
内
） 

（
平
成
21
年
4
月
4
日
生
ま
れ
） 

  

車が大好きで、毎日元気
に車遊びをしています 
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お
知
ら
せ 

◎
霊
山
町
文
連
協
よ
り 

 

今
年
で
41
回
目
を
迎
え
る
霊
山
町
の

文
化
祭
。
文
化
活
動
を
す
る
方
々
が
、

一
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
大
石

地
区
か
ら
も
多
数
の
方
が
参
加
し
ま
す

の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
26
・
27
日
（
土
・
日
） 

【
場
所
】
霊
山
中
央
公
民
館
、
体
育
館 

【
開
催
内
容
】 

 

○
芸
能
発
表
会
（
26
日
） 

 

○
展
示
発
表
会
（
26
日
・
27
日
） 

 

※
シ
ル
バ
ー
作
品
展
も
同
時
開
催 

 

○
囲
碁
大
会
（
27
日
）、
他 

【
問
合
せ
先
】 

 

 
 

霊
山
中
央
公
民
館 

 
 

０
２
４
（
５
８
６
）
１
３
１
４ 

          

                

 
行事予定マップ 

 
 
 

編
集
後
記 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
は

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
岩
手

三
陸
の
「
北
限
の
海
女
（
あ
ま
）
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
人
情
味
溢
れ
る
コ
メ
デ
ィ

ド
ラ
マ
で
し
た
。
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
が
口

癖
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

 

ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
過
疎
化
や
震
災

に
悩
む
地
方
の
町
が
、
紆
余
曲
折
し
な

が
ら
も
、
地
元
の
良
さ
に
気
づ
き
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
は
俳
優
が
役
を
演
じ
て
い

ま
す
が
、
住
民
一
人
一
人
が
「一
役
者

と
な
っ
て
演
じ
る
」こ
と
も
地
域
の
活
性

に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
（支
） 

10/14(祝)  

霊山神社秋季例大祭 

10/26･27 (土･日) 霊山町文化祭 

10/28･29 (月･火)  楽生会研修旅行（土湯） 

11/9･10 (土･日) ＪＡまつり 

11/12 (火)  霊山地域少年の主張大会 

 

 高谷  

広畑 

阿久津 

大善寺 

11/10(日)  

下大石芋煮会（ふれあいセンター） 

10/20(日)  

北方部芋煮会（北方部広場） 

坊ノ内 

霊山閣 

霊橋 

箒屋敷 

近江屋敷 日枝神社 

次号(11 月号)は、 

11/14(木)発行予定 

記事・情報はお近くの特派員まで 

 大橋庄信、大橋博之、村松初、 

 小林節子、大石精、高橋トモ子 

【今月の記事投稿・写真提供】 

橘内みき子さん、大橋克之さん（掲載順） 

鳥居広道 



1 

 

   

「
文
化
祭
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
」 

 

10
月
26
・
27
日
、
「
第
41
回
霊
山
町

文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
園

児
た
ち
に
よ
る
太
鼓
や
鼓
笛
の
演
奏
、
ダ

ン
ス
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
演
目
に
元
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
民

謡
や
日
本
舞
踊
、
民
謡
、
手
話
な
ど
の
団

体
が
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
最

後
は
、
民
謡
ク
ラ
ブ
の
唄
と
藤
由
貴
会
の

踊
り
に
合
わ
せ
て
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。 

 

展
示
で
は
、
大
石
楽
生
会
の
シ
ル
バ
ー
作
品
展
に
よ
る
数
々
の
展
示
品
の
ほ

か
、
大
石
手
編
教
室
や
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
作
品
、
大
石
小
児
童
た
ち
の
習
字

や
絵
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。（
ト
） 

         

「
秋
の
例
大
祭
」
○社 

 

10
月
14
日
、『
霊
山
神
社
秋
季
例
大

祭
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

社
殿
で
は
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た

後
、
千
葉
松
治
さ
ん
（
院
主
）
に
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
境
内
で
は

北
又
の
獅
子
舞
や
霊
山
太
鼓
、
神
楽
殿

で
は
巫
女
の
舞
や
舞
踊
、
棒
術
、
剣
舞

な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

 

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
霊
山
神
社
に
は

氏
子
崇
敬
者
や
観
光
客
が
多
数
訪
れ
、

境
内
も
賑
わ
い
ま
し
た
。（
初
） 

                 

「
北
方
部
芋
煮
会
」
○北 

 

10
月
20
日
、「
第
29
回
北
方
部
芋
煮

会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
北
方
部
会
館
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
館
に
入
り
き
れ
な
い
ほ

ど
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
輪
投

げ
大
会
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
美
味

し
い
芋
煮
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
筆
甫
地
区
か
ら
「
ひ
っ
ぽ
筆

ま
つ
り
」
実
行
委
員
会
の
方
々
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
大
石
北
方
部
の
住

民
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。（
支
） 

         

 
大

石

便

り 

11月号 
毎月１回発行 

（第 17号） 

 

屋外でのレクリエーションに負け

ないくらいに盛り上がりました 

 
 

～
プ
チ
ニ
ュ
ー
ス
～ 

▽
10
月
28
・
29
日
、
大
石
楽
生
会

が
土
湯
温
泉
「
ホ
テ
ル
扇
屋
」
で
一

泊
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。 

 

巫女姿の中学生たち 

北又の獅子舞奉納 

民謡「秋田おばこ」に合わせて、

会場全体が一体となりました 

大橋福子さんの「南部蝉しぐれ」 

生き生きクラブの作品 

楽生会の皆さんも元気に 
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「
公
演
に
向
け
て
通
し
稽
古
」 

 

10
月
20
日
（
里
山
が
っ
こ
う
） 

天
蚕
踊
り
の
会 

           

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
お
食
事
会
」
○下 

 

10
月
24
日
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

下
大
石
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

          

「
霊
山
公
民
館
文
化
祭
」 

 

10
月
26
日
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

大
石
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
ほ
か 

           

「
霊
山
紅
葉
ま
つ
り
」 

 

10
月
27
日
（
霊
山
登
山
口
駐
車
場
） 

霊
山
道
先
案
内
人
会
ほ
か 

          

お
便
り 

「
南
方
部
会
研
修
旅
行
」
○南 

小
林 

節
子
（
右
代
） 

 

10
月
6
日
、
南
方
部
会
員
47
名
が

参
加
し
て
、
山
形
県
の
熊
野
大
社
参
拝

と
天
童
温
泉
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

熊
野
大
社
で
は
、
3
羽
の
う
さ
ぎ

の
彫
刻
を
見
つ
け
る
と
縁
が
結
ば
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
天
童
温
泉
で
は
、

美
人
の
湯
に
浸
か
り
、
米
沢
牛
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
旅
は
良
い
も
の
で
す
ね
。

来
年
も
行
け
ま
す
よ
う
に
！ 

               

        

 

京 

暦
ご
よ
み 

（霜
月
） 

【
京
都
の
紅
葉
】 

 

紅
葉
の
名
所
で
あ
る
京
都
で
は
、

市
街
地
に
あ
る
名
刹
の
ほ
か
、
東

山
、
鷹
ケ
峯
、
嵐
山
、
嵯
峨
野
、
高

雄
な
ど
の
山
懐
に
も
名
所
が
多
く
、

訪
れ
る
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。 

           

「
そ
う
だ
京
都
へ
行
こ
う
」
の
Ｃ
Ｍ 

で
お
馴
染
み
の
圓
光
寺 

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

圓
光
寺
の
紅
葉
は
、
自
然
と
人
工

が
調
和
し
た
美
が
印
象
的
で
、
東
北

の
大
自
然
の
紅
葉
と
は
ま
た
一
味

違
っ
た
、
京
都
ら
し
い
紅
葉
の
美
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
ぼ
れ
話
：
赤
い

・

・

羽
根

・

・

共
同
募
金
の
「
住
民
助
け
合
い
活
動
助
成
事
業
」
（
12
月
27
日
締
切
り
）
も
続
々
と
助
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
口
か
ら
は
よ
く
「
赤
十
字

・

・

・

」
と
聞
く
の
で
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ネ
。
（
支
） 

荒馬座の宮河さん演技指導を受けな

がら、踊りや太鼓の細かい動きを入

念に打ち合せました（す） 

実りの秋を迎え、日頃のご苦労に感

謝して、「ごくろうさまお食事会」

を行いました（ケ） 

 

3 羽のうさぎは見つ

かったでしょうか 

シルバー展に出展された霊山地区の

作品がギャラリーに展示され、多数

の方々が鑑賞しました（精） 

霊山の紅葉が色づき始め、多くの登

山客が訪れています。担当の大石地

区の道先案内人も大忙しでした（支） 

 

女性陣にお酌をする

宴会部長 
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集 

落 

 

杉
菜
畑
（
す
ぎ
な
は
た
） 

【
世
帯
数
】
18
世
帯 

【
字
名
】
日
影
、
水
上
、
杉
菜
畑
、

山
上
、
小
入 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

北
畠
顕
家
卿
の
家
臣
（
掃
部
・
か

も
ん
）
が
、
顕
家
卿
の
遺
髪
を
持
ち

帰
っ
て
田
に
納
め
、
貴
船
神
社
を
建

立
し
、
帰
農
し
た
と
云
わ
れ
て
い

る
。
桜
並
木
や
日
影
の
枝
垂
れ
桜
は

春
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

貴
船
神
社
、
三
嶋
神
社
、
三
嶋

神
社
奥
の
院
、
山
神
様 

【
行
事
】
貴
船
神
社
・
三
嶋
神
社

祭
礼
、
山
神
様
祭
礼
（
11
月
） 

活
動
団
体 

 

大
石
手
編
教
室 

【
会
長
】
斎
藤 

霊
子
（
小
坂
） 

【
会
員
数
】
11
名 

【
設
立
年
】
平
成
2
年 

【
お
も
な
活
動
】
例
会
（
月
2
回
）、

町
文
化
祭
シ
ル
バ
ー
展
出
展
な
ど 

【
活
動
日
】 

第
1
・
第
3
月
曜
、
午
後
1
時
～

3
時
半
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

※
会
員
の
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り 

【
一
言
】 

 

カ
ギ
針
編
み
を
中
心
に
、
セ
ー
タ

ー
、
カ
ー
デ
ガ
ン
、
小
物
な
ど
、
好

き
な
も
の
を
自
由
に
編
ん
で
ま
す

毛
糸
の
よ
う
に
細
く
長
く
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

県道沿いに連なる約 80本の桜並木

は、集落住民で植樹・管理している 

先生はいないので、皆で教え合

いながら、楽しく続けています 

 
 
 
 

旬
の
レ
シ
ピ 

里
芋
の
お
や
き
（
ご
飯
入
り
） 

材 

料
（
5
人
分
） 

里
芋
200
ｇ
、
ご
飯
2
杯
、 

味
噌
適
量
、
醤
油
適
量
、
生
姜
少
々
、

砂
糖
少
々
、
す
り
ゴ
マ(

白) 

適
量 

作
り
方 

① 

里
芋
は
半
分
に
切
り
、
皮
の
ま
ま

蒸
す
。（
レ
ン
ジ
で
も
可
） 

② 

ご
飯
を
す
り
鉢
で
、
粒
が
残
る
く

ら
い
に
つ
ぶ
す
。 

③ 

味
噌
、
醤
油
、
す
り
お
ろ
し
た
生

姜
を
合
わ
せ
、
タ
レ
を
作
る
。（
砂

糖
は
お
好
み
で
） 

④ 

す
り
つ
ぶ
し
た
里
芋
と
ご
飯
を

混
ぜ
て
、
拳
く
ら
い
の
大
き
さ
の

平
た
い
俵
型
に
し
、
す
り
ゴ
マ
を

ま
ぶ
し
て
、
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ

パ
ン
で
焼
く
。 

⑤ 

③
で
作
っ
た
タ
レ
を
塗
り
、
さ
ら

に
焼
い
て
出
来
上
が
り
。 

 

※
油
を
使
わ
ず
、
網
で
焼
い
て
も

よ
い 

き
ら
り
！ 

大
石 

あ
に
ま
る 

ヤ
ギ
４
頭 

 

飼
い
主
：
齋
藤 

喜 き

芳 よ
し

さ
ん
（
広
畑
） 

       

8
年
前
に
友
人
か
ら
2
頭
の
ヤ

ギ
を
譲
り
受
け
、
現
在
は
4
頭
に
増

え
ま
し
た
。
親
ヤ
ギ
は
自
宅
の
小
屋

で
飼
い
、
子
ヤ
ギ
3
頭
は
畑
に
つ
な

い
で
育
て
て
い
ま
す
。 

震災前は搾った乳

を飲んでいました 

自然の中ですくすく

と育っています 
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お
知
ら
せ 

◎
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 
 

 

実
行
委
員
会
よ
り 

 

東
京
の
民
族
歌
舞
団
「
荒
馬
座
」
と

地
域
住
民
に
よ
る
『
ふ
る
さ
と
霊
山
こ

こ
に
生
き
る
』
を
公
演
し
ま
す
。 

○
11
月
17
日(

日) 

午
後
2
時
～ 

○
霊
山
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

（
霊
山
中
学
校
体
育
館
） 

○
入
場
料 

１
、
０
０
０
円 

（
大
学
生
以
下
、
無
料
） 

○
問
合
せ
先 

実
行
委
員
会
事
務
局 

０
２
４
（
５
８
７
）
１
０
３
２ 

◎
大
石
小
学
校
よ
り 

 

今
年
度
も
東
京
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

皆
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

再
編
成
さ
れ
た
創
作
劇
『
桑
の
実
が
見

る
夢
』
を
発
表
し
ま
す
。 

○
12
月
1
日
（
日
） 

・
第
1
部
：
午
前
9
時
～ 

 

大
石
ふ
れ
あ
い
会
「
芸
能
発
表
」 

・
第
2
部
：
午
前
10
時
45
分
～ 

 

学
習
発
表
会
『
桑
の
実
が
見
る
夢
』 

○
大
石
小
学
校 
体
育
館 

○
問
合
せ
先 

０
２
４
（
５
８
７
）
１
３
１
５ 

                     

 
行事予定マップ 

 
 
 

編
集
後
記 

 

絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
ふ
る
さ
と
霊
山
こ

こ
に
生
き
る
』
と
大
石
小
の
学
習
発
表

会
『桑
の
実
が
見
る
夢
』は
、
ど
ち
ら
も

東
京
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

「
ふ
る
さ
と
で
生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

伝
統
芸
能
の
荒
馬
座
と
現
代
演
劇

の
木
村
準
さ
ん
で
は
、
表
現
方
法
こ
そ

違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
住

民
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
練
習
を

重
ね
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
、
き

っ
と
見
て
い
る
者
に
感
動
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

町
内
で
こ
の
よ
う
な
公
演
を
鑑
賞
で

き
る
の
は
、
福
島
を
気
に
か
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
証
で
も
あ
り
、
幸
せ
な
こ

と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（支
） 

11/30(土)  

報恩講（大善寺） 

11/16 (土) グラウンドゴルフ大会 

11/17 (日) 廃品回収（大石スポ少育成会） 

11/17 (日)  絆フェステイバル 

11/23 (祝) ひっぽ筆まつり（太鼓保存会出演） 

 

 杉菜畑  

広畑 

霊山神社 

記事・情報はお近くの特派員まで 

 大橋庄信、大橋博之、村松初、 

 小林節子、大石精、高橋トモ子 

次号(12 月号)は、 

12/12(木)発行予定 

【今月の記事投稿・写真提供】 

高野すみ子さん、菅野ケイ子さん、斎藤

霊子さん（掲載順） 

12/8 (日)  

バレーボール大会（ 〃 ） 
北方部会館 

12/1 (日)  

学習発表会（大石小体育館） 

12/1(日)  

大師講（霊山寺） 
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「
百
歳
賀
寿
」
○北 

 

11
月
17
日
、
大
橋
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
杉

菜
畑
）
が
百
歳
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

大
正
・
昭
和
・
平
成
に
渡
っ
て
農
業

に
従
事
さ
れ
、
特
に
養
蚕
の
技
術
に
関

し
て
は
、
収
繭
量
が
多
く
、
優
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
は
す
べ

て
の
作
物
の
増
産
を
奨
励
さ
れ
、
山
を

開
墾
し
、
往
復
を
荷
物
を
背
に
負
う
た

時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

百
歳
を
記
念
し
、
貴
船
神
社
の
鳥
居
を

朱
塗
し
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。（
庄
） 

            

     

「
大
石
地
区
の
活
性
化
へ
」 

 

11
月
1
日
、『
大
石
地
域
活
性
化
協

議
会
』
結
成
式
が
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
事
業
計
画
の
説
明
や

役
員
選
出
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

           

11
月
20
日
に
は
、
第
1
回
の
協
議

会
会
議
が
行
な
わ
れ
、
今
年
度
の
具
体

的
な
取
組
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
年
内
は
、
協
議
会
委
員
に

よ
る
「
先
進
地
視
察
研
修
」
と
大
石
地

域
活
性
化
講
座
の
「
正
月
料
理
講
座
」

を
行
な
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
協
議
会
会
議
と
役
員
会
議
は

そ
れ
ぞ
れ
月
一
回
程
度
行
な
わ
れ
、
大

石
地
区
の
活
性
化
に
向
け
て
協
議
し

て
い
き
ま
す
。
（
支
） 

「
北
又
の
秋
祭
り
」
○北 

 

11
月
3
日
、
熊
野
神
社
、
地
蔵
尊
、

文
殊
様
、
貴
船
神
社
、
金
華
山
神
社
の

祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
無
事

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
五

穀
豊
穣
に
感
謝
し
、
各
神
社
・
寺
に
北

又
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
氏
子
宅
を
訪
問
し
、
獅
子
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。（
庄
） 

           
「
下
大
石
で
芋
煮
会
」
○下 

 

11
月
10
日
、
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
下
大
石
振
興
会
主
催
の
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
芋
煮
会
が
行
な
わ

れ
、
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

尾
形
祐
子
先
生
か
ら
準
備
体
操
と

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受

け
た
後
、
代
皇
山
を
一
周
す
る
4
キ

ロ
コ
ー
ス
を
歩
き
、
そ
の
後
、
ス
ト
レ

ッ
チ
運
動
で
筋
肉
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し

ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
芋
煮
会
で
は
、
下

大
石
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
方
々
が
作

っ
た
芋
煮
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し

く
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。（
精
） 

                

 
大

石

便

り 

12月号 
毎月１回発行 

（第 18号） 

 

 

代皇山を一周する

参加者たち 

汗を流した後の

芋煮の味は格別 

結成式には、推薦を受けた 22 名

（当日は 20 名）の協議会委員が

参加しました 

19 日に行なわれた『知事賀寿贈呈式』では、

家族・親族らが長寿をお祝いしました 

山中の厳かな場所にある文殊様

（長畑）の祭礼での獅子舞奉納 

 
 

～
ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス
～ 

▽
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

31
回
霊
山
地
域
少
年
の
主
張
大
会
」

で
、
大
石
小
6
年
の
日
下
真
帆
さ
ん

（
稲
荷
内
）
が
、『
大
切
な
命
』
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。 
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「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」 

 

11
月
9
日
（
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

霊
山
公
民
館
長
杯 

           

「
廃
品
回
収
」 

 

11
月
17
日
（
大
石
地
区
内
） 

大
石
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会 

          

「
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
盛
況
」 

 

11
月
17
日
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

り
ょ
う
ぜ
ん
里
山
が
っ
こ
う 

           

「
ひ
っ
ぽ
筆
ま
つ
り
に
参
加
」 

 

11
月
23
日
（
丸
森
町
筆
甫
地
区
） 

大
石
北
組
太
鼓
保
存
会 

          

お
便
り 

「
阿
久
津
で
花
壇
つ
く
り
」 

阿
久
津
行
政
区
民
一
同 

 

11
月
17
日
の
日
曜
日
、
秋
空
の
暖

か
な
日
差
し
の
中
、
阿
久
津
交
差
点
角

で
花
壇
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
作
業

後
は
集
会
所
で
芋
煮
会
を
催
し
、
区
民

の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
阿
久
津
道
路
愛
護
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
佐
久
間
勇
一
様
が
、
11

月
22
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
残

っ
た
区
民
一
同
で
、
道
路
愛
護
花
壇
つ

く
り
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。（
大
友
孝
子
） 

             

            

 

京 

暦
ご
よ
み 

（師
走
） 

【
に
し
ん
そ
ば
】 

 

大
切
な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
り
保

存
食
で
あ
っ
た
に
し
ん
を
か
け
そ

ば
の
上
に
載
せ
た
も
の
で
、
北
海
道

や
京
都
の
名
物
料
理
と
な
っ
て
い

る
。
大
晦
日
の
夜
は
、
に
し
ん
そ
ば

を
食
べ
て
年
越
し
す
る
人
も
多
い
。 

          

松
葉
の
に
し
ん
そ
ば 

 

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

大
晦
日
の
晩
、
祇
園
界
隈
か
ら
清

水
寺
周
辺
に
か
け
て
、
京
都
の
神
社

仏
閣
で
年
を
越
そ
う
と
、
大
勢
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。
沿
道
で
は
甘
酒

や
お
し
る
こ
が
振
舞
わ
れ
、
心
身
と

も
に
温
ま
り
ま
す
。 

こ
ぼ
れ
話
：
百
歳
を
迎
え
た
大
橋
チ
ヨ
ノ
さ
ん
の
ご
兄
弟
は
み
な
健
在
で
、
平
均
年
齢
94
歳
だ
そ
う
で
す
。
金
さ
ん
銀
さ
ん
の
娘
さ
ん
た
ち
に
も
負
け
て
い
ま
せ
ん
ネ
。
（
支
） 

秋晴れの空の下、好プレー・珍プレ

ーが繰り広げられ、和気あいあいの

中、親交を深めました（ト） 

霜が下りる寒さの中、各家庭から集め

た新聞やアルミ缶などを、子どもと父

兄が協力して仕分を行いました（精） 

 

 

荒馬座と霊山町民が一体となった新し

い芸能が披露され、500 人の聴衆が集

まった会場は熱気に包まれました（支） 

 

今年で 2 回目となる「筆まつり」で

の霊山太鼓披露。万五郎さんの唄声

が筆神社に響き渡りました（支） 

 

少しずつ花木を増やしていきますので、大石

地区の皆様も楽しみにしてください 
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～ 

農
事
暦 

（冬
） 

～ 

 

【
12
月
】 

○
水
田
：
田
起
こ
し 

○
畑
：
白
菜
・
大
根
等
の
収
穫
、 

 

春
菊
の
収
穫
（
～
春
） 

○
果
樹
：
り
ん
ご
の
収
穫
、
あ
ん 

 

ぽ
柿
の
皮
む
き 

【
1
月
】 

○
田
畑
： 

の
の
そ
め
（
農
初
）
。 

新
年
最
初
に
農
業
を
始
め
る 

日
、
松
を
さ
し
、
餅
な
ど
を
供 

え
、
土
を
少
し
起
こ
し
て
、
豊

作
を
祈
願
す
る
。 

○
果
樹
：
あ
ん
ぽ
柿
の
出
荷 

【
2
月
】 

○
果
樹
：
梅
・
桃
・
柿
等
の
選
定 

大
石
の
人 

 

岡
崎 

三
喜
夫
さ
ん
（
倉
波
） 

       

高
齢
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
器

用
に
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
扱
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
カ
ゴ
を
編
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
近
所
の
方
々
に
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
て
、
と
て
も
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。（
精
） 

集 

落 

 

台
馬
越
（
だ
い
ま
ご
し
） 

【
世
帯
数
】
15
世
帯 

【
字
名
】
台
、
馬
越
、
暮
山
上
、

才
戸
、
漆
方 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

代
皇
山
の
東
麓
に
位
置
し
、
登

山
口
が
あ
る
。
北
畠
顕
家
卿
が
霊

山
城
に
在
城
し
た
頃
、
代
皇
山
は

出
城
（
館
）
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

云
わ
れ
て
い
る
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

台
馬
越
集
会
所
、
代
皇
山
（
千

手
観
世
音
菩
薩
、
大
日
如
来
、
古

峰
明
神
）、
稲
荷
神
社
、
観
音
堂 

【
行
事
】
初
午
、
花
見
、
芋
煮
会
、

千
手
観
世
音
菩
薩
祭
礼
（
4
月
）、

観
音
様
祭
礼
（
10
月
） 

活
動
団
体 

 

下
大
石
振
興
会 

【
会
長
】
菅
野 

房
男
（
倉
波
） 

【
会
員
数
】
約
165
戸 

【
設
立
年
】
平
成
19
年 

【
お
も
な
事
業
】 

 

下
大
石
振
興
会
館
の
建
設
と
維

持
、
太
鼓
保
存
、
獅
子
舞
保
存
、

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業 

【
お
も
な
活
動
】 

 
芋
煮
会
、
登
山
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
共
催
な
ど 

【
一
言
】 

 

下
大
石
地
域
の
文
化
の
継
承
や

振
興
に
向
け
た
事
業
を
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

山頂にあるお堂。境内には西国三十

三観音の石像が安置されている 

き
ら
り
！ 

大
石 

83 歳になっても元気

に過ごしています 

犬の世話とカゴ作りが生きがい

になっています 

軒先に吊るしたあんぽ柿 

霊山寺グラウンド横にある 

下大石振興会館 
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お
知
ら
せ 

◎
大
石
地
域
活
性
化
協
議
会
よ
り 

 

大
石
地
域
活
性
化
講
座
と
し
て
、「
正

月
料
理
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
10
時
～
午
後
2
時 

【
場
所
】
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

【
開
催
内
容
】
正
月
料
理
講
座 

（
講
師
：
本
田
洋
子
先
生
） 

【
問
合
せ
先
】 

事
務
局 

村
松
初 

 
 

０
９
０
（
１
９
３
５
）
７
５
９
８ 

 

◎
霊
山
神
社
氏
子
総
代
よ
り 

 

氏
子
総
代
で
は
12
月
23
日
に
、
す
す

払
い
、
鏡
餅
、
門
松
作
り
、
大
し
め
縄
の

張
替
え
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
。 

 

新
年
も
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
多

数
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
持
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

◎
年
末
年
始
の
閉
庁
・
休
館 

○
伊
達
市
役
所
、
霊
山
総
合
支
所
な
ど 

○
12
月
28
日
～
1
月
5
日 

 

             

 
行事予定マップ 

 
 
 

編
集
後
記 

 

「
大
石
地
域
活
性
化
協
議
会
」
が
発

足
し
、
大
石
地
区
活
性
化
の
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
大
字

単
位
の
自
治
組
織
が
な
い
の
は
、
掛
田

地
区
と
大
石
地
区
だ
け
な
の
で
、
今

後
、
協
議
を
重
ね
て
事
業
を
行
な
い

な
が
ら
、
将
来
の
自
治
組
織
作
り
の

基
盤
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
大
石
便
り
」
に
関
し
て
は
、
住
民
主

導
で
新
聞
作
り
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

新
年
か
ら
は
紙
面
を
ス
リ
ム
化
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（支
） 

12/14(土)  

大石地域活性化講座 

1/12 (日) 成人式（霊山中央公民館） 

 台馬越  

倉波 阿久津 

杉菜畑 

次号(月号)は、 

1/23(木)発行予定 

記事・情報はお近くの特派員まで 

 大橋庄信、大橋博之、村松初、 

 小林節子、大石精、高橋トモ子 

【今月の記事･取材協力、写真提供】 

大橋喜博さん、大友孝子さん、（掲載順） 

1/15(水)  

初護摩供養（霊山寺） 

1/15(水)  

御正忌法要（大善寺） 

筆
ひっ

甫
ぽ

 

代皇山▲ 

長畑 

12/23(祝)  

大しめ縄張替え作業等（霊山神社） 

下大石振興会館 

12/22(日)  

大掃除（南方部会館） 

1/15(水)  

だんごさし（大石小） 


